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平成25年８月１日発行（２）

平
成
25
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
７
日
か
ら
14
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
案
件
２
件
、

承
認
案
件
２
件
、
議
案
13
件
の
ほ
か
、
議
員
提
案
で
「
川
辺
町
議
会
基
本
条
例
」
「
川
辺
町
議
会
議
員
政

治
倫
理
条
例
」
が
提
出
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
川
辺
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
は
否
決
し
、
他
の
案
件
は
原
案
可
決
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
町
長
が
広
域

連
合
の
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

採
決
の
時
、
賛
否
同
数

と
な
っ
た
と
き
は
、
議

長
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

ま
す
。

地
方
自
治
法
第
１
１
６
条

（
略
）
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
事
は
、
出
席
議
員
の
過
半
数
で
こ
れ

を
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長

の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

第
二
回
定
例
会
を
開
会

第
二
回
定
例
会
を
開
会

副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例
は
否
決

６月７日～14日副町長の設置を否決

～議員提案により～
議  会  基  本  条  例
議会議員政治倫理条例

全会一致で
可　決

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
、

「
川
辺
町
副
町
長
の
定
数
を

定
め
る
条
例
」
は
、
賛
否
が

分
か
れ
、
賛
成
と
す
る
議

員
、
反
対
と
す
る
議
員
そ
れ

ぞ
れ
が
、
討
論
を
行
い
ま
し

た
。賛

成
と
す
る
議
員
４
人
と

反
対
と
す
る
議
員
３
人
に
よ

り
、
副
町
長
を
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
賛
成
の
立
場

と
し
て
「
新
し
い
制
度
の
も

と
で
、
新
し
い
川
辺
町
を

作
っ
て
い
く
起
爆
剤
と
す
る

べ
き
だ
」
「
町
の
発
展
の
た

め
の
制
度
で
あ
る
」
な
ど
の

意
見
が
、
反
対
の
立
場
と
し

て
「
行
政
改
革
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
副
町
長
制
廃
止

の
主
旨
に
反
す
る
」
「
副
町

長
を
廃
止
し
て
か
ら
も
職
員

を
し
て
十
分
な
成
果
が
出
て

い
る
。
あ
え
て
設
置
す
る
必

要
は
な
い
」
な
ど
の
討
論
が

交
わ
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
４
、
反
対
４
と
な
り
ま

し
た
。
賛
否
同
数
と
な
っ
た

た
め
、
地
方
自
治
法
の
定
め

に
従
い
、
議
長
の
裁
定
に
よ

り
条
例
案
は
否
決
と
な
り
ま

し
た
。

議
会
最
終
日
に
議
会
活

性
化
特
別
委
員
会
委
員
長

か
ら
、
本
年
５
月
中
に
実

施
し
た
「
議
会
基
本
条

例
」
な
ど
に
関
し
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

報
告
の
中
で
委
員
長
は

「
基
本
条
例
」
と
「
倫
理

規
程
」
は
と
も
に
早
急
に

制
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る

と
判
断
し
た
こ
と
。
倫
理

規
程
に
つ
い
て
は
、
い
た

だ
い
た
意
見
を
も
と
に
検

討
を
加
え
、
条
例
と
し
て

整
備
す
べ
き
も
の
と
し
た

委
員
会
の
結
論
を
議
長
に

報
告
し
、
「
議
会
基
本
条

例
」
と
「
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
」
の
２
条
例
を

追
加
案
件
と
し
て
上
程
し

ま
し
た
。

提
案
説
明
の
中
で
提
出

者
で
あ
る
日
下
部
明
伸
議

員
は
、

「
地
方
分
権
が
進
む
中

で
、
地
域
の
こ
と
を
地
域

の
責
任
に
お
い
て
定
め
て

い
く
上
で
、
議
会
と
し
て

の
基
本
的
な
あ
り
方
を
示

す
」
こ
と
を
主
旨
と
し
て

議
会
基
本
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
。

「
議
員
の
あ
り
方
を
示

し
、
議
員
の
と
る
べ
き
行

動
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
町
政
が
民
主
的
に
行

わ
れ
る
た
め
」
議
会
議
員

政
治
倫
理
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
を
提
案
主
旨
と
し

て
説
明
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
両
条
例

は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

※
議
会
基
本
条
例
の
制
定
は
可

茂
管
内
の
市
町
村
で
は
可
児

市
に
続
い
て
２
番
目



（３） か わ べ 議 会 報　 第13 6号

議案ピックアップ

（町長・教育長）
　　給料月額　　　　　　　１．５％削減
　　１２月期末勤勉手当　　１．７％削減
（職員）
　　給料月額　　　　　　　０．５％削減
　　管理職手当　　　　　１０．０％削減
　　１２月期末勤勉手当　　１．７％削減
（議会議員）
　　報酬月額　　　　　　　０．５％削減
　　１２月期末手当　　　　１．７％削減

町長・教育長・職員の給与
議会議員の報酬をカット

平成25年度　川辺町一般会計補正予算（第１号）

契約案件を可決しました

平成25年度
川辺町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）

【補正の主な内容】
（歳出）
・保険税賦課徴収経費（594千円）
この補正の財源として
（歳入）
・繰越金（594千円）
を可決しました。

284万6千円を追加して、総額を39億3,884万6千円としました。
　【補正の主な内容】
　（歳出）
　・人事給与システム修正委託料（450千円）
　・農業６次産業化育成支援事業助成金（276千円）
　・町道新設改良工事土地購入費（1,000千円）
　・木造住宅耐震補強工事費補助金（620千円）
　・風疹ワクチン接種助成金（500千円）　　など
　これらの補正の財源として
　（歳入）
　・国からの木造住宅耐震補強工事補助金（1,100千円）
　・県からの木造住宅耐震補強工事補助金（▲480千円）
　・県からの農業６次産業化促進支援事業費補助金（276千円）
　・県からの風しんワクチン接種促進緊急対策事業補助金（250千円）
　・繰越金（1,700千円）　　など
　を可決しました。

■山楠配水池耐震補強・補修工事■
・契約金額　　　184,800千円
・工期　　　　　平成26年3月10日
・契約の相手方　大日本土木株式会社
（山楠配水池を地震に備えて補強・補修をするものです。）
■川辺中学校空調設置・トイレ改修工事■
・契約金額　　　53,550千円
・工期　　　　　平成25年9月30日
・契約の相手方　加茂水道工業株式会社
（中学校にエアコンを設置し、トイレの改修も行います。）

東日本大震災を契機に、復興等の財源に充てるため、
国の要請に応えて町長・教育長・職員の給与と議会議員
の報酬を７月から来年３月までの間、次のように減額す
る条例を可決しました。

59万4千円を追加して、総額を11億196
万5千円としました。
国の税制改正により賦課徴収のシステ
ム改修が必要となりました。

（
工
事
中
の
山
楠
配
水
池
）



平成25年８月１日発行（４）

こんなことが決まりました

件　　　　　　名

岐阜県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙

平成２４年度川辺町一般会計繰越明許費繰越計算書

専決処分について承認を求める件
《川辺町税条例の一部を改正する条例》

専決処分について承認を求める件
《川辺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例》

川辺町山楠配水池耐震補強・補修工事請負契約の締結について

川辺町副町長の定数を定める条例の制定

川辺町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例
の臨時特例に関する条例の制定

川辺町職員の給与に関する条例等の臨時特例に関する条例の制定

川辺町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準を定める条
例の臨時特例に関する条例の制定

川辺町土地開発基金運営審議会設置条例を廃止する条例

川辺町暴力団排除条例の一部を改正する条例

中濃地域農業共済事務組合規約の一部改正に関する協議について

平成２５年度　川辺町一般会計補正予算（第１号）

平成２５年度　川辺町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

川辺中学校空調設置・トイレ改修工事請負契約の締結について

川辺町議会議員の議員報酬及び期末手当に関する条例の臨時特例に関
する条例の制定

川辺町長の給与に関する条例の臨時特例に関する条例の制定

議会活性化特別委員会中間報告書

川辺町議会基本条例の制定

川辺町議会議員政治倫理条例の制定

指名推薦により町長を選出

報告のみ

賛成８：反対０

賛成８：反対０

賛成８：反対０

賛成４：反対４

賛成８：反対０

賛成７：反対１

賛成８：反対０

賛成８：反対０

賛成８：反対０

賛成８：反対０

賛成８：反対０

賛成８：反対０

賛成８：反対０

賛成８：反対０

賛成８：反対０

報告のみ

賛成８：反対０

賛成８：反対０

承　　認

承　　認

原案可決

議長裁定に
より否決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採 決 状 況
（賛成：反対） 結　　果

決
平成25年６月定例会審議結果



６月21日に日下部明伸議員か
ら一身上の都合による議員辞職
願が提出され、24日付で辞職と
なりました。
日下部議員は平成11年に就任
以来、４期14年目

（５） か わ べ 議 会 報　 第13 6号

議
会
日
誌

議
会
日
誌

25
年
５
月
〜
25
年
７
月

・
加
茂
郡
体
育
大
会

・
防
衛
協
会
川
辺
支
部

総
会

・
岐
阜
県
町
村
議
長
会

臨
時
総
会

・
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会

・
中
濃
地
域
農
業
共
済

事
務
組
合
議
会
臨
時

会
・
定
例
会
（
初
日
）

・
定
例
会
（
最
終
日
）

・
行
政
懇
談
会

・
消
防
操
法
大
会
出
場

隊
激
励
会

・
自
衛
隊
レ
ン
ジ
ャ
ー

部
隊
慰
問
激
励
会

・
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会

・
加
茂
郡
消
防
操
法
大

会
・
女
性
の
会
と
の
意
見

交
換
会

・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
促
進
岐
阜
県
期

成
同
盟
会
総
会

・
川
辺
町
総
合
防
災
訓

練
打
合
会

【
６
月
】

２
日

３
日

４
日

６
日

７
日

14
日

17
日

18
日

19
日

20
日

23
日

27
日

28
日

・
東
海
環
状
自
動
車
道

中
東
濃
地
域
建
設
促

進
協
議
会

・
議
会
報
編
集
委
員
会

・
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会

・
中
濃
地
方
拠
点
都
市

地
域
整
備
推
進
協
議

会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

・
学
校
給
食
運
営
委
員
会

・
可
茂
町
村
議
会
議
員

研
修
会

・
四
線
促
進
期
成
同
盟

会
総
会

・
可
茂
広
域
行
政
事
務

組
合
臨
時
会

【
７
月
】

３
日

８
日

９
日

17
日

18
日

22
日

26
日

31
日

【
５
月
】

７
日

11
日

13
日

16
日

19
日

20
日

22
日

24
日

26
日

27
日

29
日

31
日

・
可
茂
町
村
議
長
会

・
交
通
安
全
協
会
総

会
・
安
全
祈
願
祭

・
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会

・
市
町
村
議
会
議
員
短

期
研
修（
17
日
ま
で
）

・
青
少
年
育
成
町
民
会

議
・
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会

・
可
茂
地
域
市
町
村
議

会
議
長
会
議

・
加
茂
防
衛
協
会
総
会

・
社
会
福
祉
協
議
会
評

議
員
、
理
事
合
同
会

議
・
商
工
会
通
常
総
代
会

・
国
保
運
営
協
議
会

・
川
辺
町
消
防
操
法
大

会
・
立
志
式

・
議
会
運
営
委
員
会

・
総
務
委
員
会
協
議
会

６
月
27
日
に
、
議
会
報
告

会
を
兼
ね
て
、
議
会
議
員
と

女
性
の
会
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
の
会
、
議
会
議
員
の

自
己
紹
介
の
後
、
女
性
の
会

か
ら
の
活
動
状
況
の
報
告
を

受
け
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

議員辞職のお知らせ議員辞職のお知らせ

女
性
の
会
か
ら
は
、
環
境

問
題
に
関
し
て
日
頃
か
ら
気

に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
本
年

度
予
算
化
さ
れ
た
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
の
意
義
、
子
育

て
に
関
し
て
の
読
書
・
読
み

聞
か
せ
活
動
の
重
要
性
が
発

表
さ
れ
、
女
性
の
会
が
直
面

し
て
い
る
問
題
な
ど
も
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。
小
栗
知
恵

子
会
長
は
「
女
性
の
会
は
派

手
な
活
動
は
で
き
な
い
が
、

活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
、
地
域
に
生
き
る

女
性
と
し
て
の
活
動
を
重
要

視
し
て
い
く
」
と
総
括
さ
れ

ま
し
た
。

議
会
か
ら
は
、
先
の
６
月

議
会
の
例
を
と
っ
て
、
議
会

運
営
の
流
れ
、
各
種
委
員
会

で
の
協
議
状
況
な
ど
、
議
案

が
提
出
さ
れ
て
か
ら
可
決
に

い
た
る
ま
で
の
議
会
の
仕
組

み
に
つ
い
て
解
説
し
、
傍
聴

だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
点

に
つ
い
て
も
理
解
を
求
め
ま

し
た
。

女
性
の
会
と
の

　
　
意
見
交
換
会

女
性
の
会
と
の

　
　
意
見
交
換
会

女
性
の
会
と
の

　
　
意
見
交
換
会



平成25年８月１日発行（６）

川辺町議会では、議会基本条例・議員政治倫理規程に対する意見集約を目的に本年５月中にアン
ケートを実施しました。アンケートでは条例案のほかに、委員会を中心とした議会運営、夜間議会
の開催、議会報に対する意見、議員の定数や報酬に関する意見などをお伺いし、締切りまでに１，
６０６件のご回答をいただきました。
アンケートの主旨をご理解いただき、多くの皆様にご協力いただきましたことに厚くお礼申し上
げます。お寄せいただきましたご意見等は今後の議会運営のための貴重なデータとして活用してま
いります。

議会に関するアンケート調査について

このままで
良い
82%

送付総数

選   択   肢 回答数 率

回  答  数 回  収  率

3 , 6 4 6

このままで良い

直した方が良い

未回答

1,323

153

130

82.38％

9.53％

8.09％

選   択   肢 回答数 率

このままで良い

直した方が良い

未回答

1,321

135

150

82.25％

8.41％

9.34％

選   択   肢 回答数 率

改装することに問題はない

意見があれば

未回答

1,306

126

174

81.32％

7.85％

10.83％

1 , 6 0 6 4 4 . 0 5 ％

このままで
良い
82%

改装することに
問題はない
81％

直した方が良い
10％

直した方が良い
9％

意見があれば
8％

未回答 8％

●●●●● アンケートの回収状況 ●●●●●

①基本条例について

②倫理規程について

③委員会を中心として論議の場とするため
　議員控室を委員会室として利用する

未回答 9％

未回答 11％
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⑥の設問は、その他議会に対する自由記載欄でしたので、集計に入っていません。また、今回のアンケートで
はその他にもいただいた意見が総数で1,300件余りあり、現在取りまとめを進めています。
　アンケートの結果などについては、川辺町ホームページ（http://www.kawabe-gifu.jp/）にも掲載しています。

合併を積極的に
推進し行財政
　改革をし
　てほしい
　23％

年に１回
ぐらいが良い
37％

毎回行うと
良い 15％

今までど
おりで良い
34％

コラム等を
入れ、読みや
すい構成に
すると良い
63％

今までどおり
で良い
29％

意見があれば
3％

未回答  5％

未回答  6％

未回答  5％
地区数程度
に増やした
方が良い
4％

現状が
良い
28％

もう少し
減らした
方が良い
42％

ボランティア
という考えで
減額すべき
20％

日当制などを
検討し減額
すべき  39％

現状程度で良い
21％

未回答4％
生活できる
程度まで増額
14％

もう少し
増額して
支給すべき
2％

思い切って
減らした方が
良い
21％

合併する
べきでない
9％

その他 9％

未回答  5％

できれば合
併などで行
財政改革を
してほしい
31％

できれば
今のまま
の川辺町
であって
ほしい
31％

選　　択　　肢 回答数 率
年に１回ぐらいが良い
毎回行うと良い
今までどおりで良い
その他
未回答

601
236
545
146
78

37.42％
14.69％
33.94％
9.09％
4.86％

④一般質問の傍聴をしやすくするため一般質問を夜間
　に行う試みをする

選　　択　　肢 回答数 率
今までどおりで良い
コラム等を入れ、読みやすい構成にす
ると良い
意見があれば
未回答

459

1,006

57
84

28.58％

62.64％

3.55％
5.23％

⑤議会報に議員のコラムなどを新設し、親しみやすい
　内容としてリニューアルする

選　　択　　肢 回答数 率
合併を積極的に推進し行財政改革をしてほしい
できれば合併などで行財政改革をしてほしい
多少の負担は生じてもできれば今のま
まの川辺町であってほしい
合併するべきでない
未回答

374
497

497

139
99

23.29％
30.95％

30.95％

8.66％
6.16％

⑦合併について

選　　択　　肢 回答数 率
思い切って減らした方が良い
もう少し減らした方が良い
現状が良い
地区数程度に増やした方が良い
未回答

335
677
450
65
79

20.86％
42.15％
28.02％
4.05％
4.92％

⑧議員定数について

選　　択　　肢 回答数 率
ボランティアという考えで減額すべき
日当制などを検討し減額すべき
現状程度で良い
もう少し増額して支給すべき
生活できる程度まで増額して若い人も議員に
未回答

319
627
335
39
220
66

19.86％
39.04％
20.86％
2.43％
13.70％
4.11％

⑨議員報酬について
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〜
大
学
な
ど
と
の

　
　
　
連
携
は
可
能
か
〜

新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
企

画
ま
ち
づ
く
り
課
」
は
、
多

く
の
議
員
か
ら
の
要
望
で
も

あ
り
、
町
の
将
来
の
方
向

性
、
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
大
い

に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。新

し
い
川
辺
町
の
魅
力
を

発
見
す
る
た
め
に
、
大
学
な

ど
の
研
究
機
関
と
連
携
し
、

学
生
の
研
究
に
も
役
立
つ
方

法
は
検
討
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

【
企
画
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

大
学
な
ど
の
研
究
機
関
と

の
連
携
と
い
う
手
法
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
費
用
面

の
ほ
か
に
学
生
が
よ
り
実
践

的
な
研
究
開
発
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
っ
た
教
育
効

一般質問一般質問一般質問
３人の

議員
が質
問

25人
が傍
聴

３人の
議員
が質
問

25人
が傍
聴

企
画
ま
ち
づ
く

り
課
へ
の
提
言

矢
田
宗
雄 

議
員

矢
田
宗
雄 

議
員

矢
田
宗
雄 

議
員

果
が
あ
る
こ
と
や
、
旧
来
あ

り
が
ち
だ
っ
た
閉
鎖
的
な
教

育
環
境
の
是
正
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
っ
た
効
果
が

あ
り
ま
す
。

今
後
、
町
が
施
策
を
推
進

す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
内

容
、
効
果
、
実
現
性
、
費
用

対
効
果
、
先
進
地
事
例
な
ど

を
調
査
し
、
町
に
と
っ
て
有

益
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
れ

ば
、
大
学
等
と
の
連
携
も
一

つ
の
手
法
と
し
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

〜
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
で

住
宅
を
建
設
す
る
に
は
〜

土
砂
災
害
防
止
法
が
施
行

さ
れ
、
川
辺
町
で
も
県
に
よ

る
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
川
辺
町
に
は
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
、
い
わ
ゆ
る

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る

区
域
が
あ
り
、
新
規
に
住
宅

を
建
て
る
場
合
に
い
ろ
い
ろ

な
規
制
が
か
か
り
ま
す
。

川
辺
町
で
の
生
活
を
望
ん

で
い
る
方
に
と
っ
て
、
こ
う

し
た
区
域
に
住
宅
を
建
て
る

問問

土
砂
災
害
防
止

法
に
つ
い
て

問問

一
つ
の
手
法
と
し

て
検
討
し
て
い
く

答答

安
全
・
安
心
を
最

優
先
し
た
指
定

答答
こ
と
は
現
行
法
で
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
の
か
。

規
制
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に

は
ど
の
く
ら
い
の
経
費
が
か

か
る
の
か
示
し
て
下
さ
い
。

【
基
盤
整
備
課
長
】

土
砂
災
害
か
ら
国
民
の
生

命
を
守
る
べ
く
、
平
成
13
年

４
月
に
土
砂
災
害
防
止
法
が

施
行
さ
れ
、
岐
阜
県
に
お
い

て
も
土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
、
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
の
指
定

が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

川
辺
町
に
つ
い
て
は
平
成

24
年
７
月
に
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

に
想
定
さ
れ
る
土
地
の
所
有

者
を
対
象
に
説
明
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
川

辺
町
内
で
１
０
３
箇
所
の
イ

エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
、
そ
の
う
ち

90
箇
所
で
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
が

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
に
指
定
さ
れ
る
と
居

室
を
有
す
る
建
築
物
の
構
造

が
規
制
さ
れ
、
壁
式
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
ま
た
は

擁
壁
等
の
施
工
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。
県
に
確
認
し
た

工
事
費
の
目
安
は
、
高
さ
３

㍍
長
さ
10
㍍
あ
た
り
の
擁
壁

を
設
置
す
る
場
合
１
０
０
万

円
か
ら
２
０
０
万
円
程
度
の

工
事
費
と
な
る
見
込
み
と
の

こ
と
で
、
か
な
り
高
額
と
な

り
ま
す
が
、
法
は
地
域
住
民

の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
と

し
た
も
の
で
止
む
を
得
な
い

と
考
え
ま
す
。

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
区
域
な
ど

の
危
険
な
箇
所
を
事
前
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

土
砂
災
害
に
対
す
る
警
戒
避

難
の
心
が
け
、
準
備
を
し
て

い
た
だ
き
、
少
し
で
も
早
く

安
全
に
避
難
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
広
く
周
知
し
て
い
く

こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

土砂災害特別警戒区域（鹿塩地内）
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日
下
部
明
伸 

議
員

日
下
部
明
伸 

議
員

答答

かも１グランプリの様子（本年度開催　白川町）

〜
地
域
振
興
の
と
ら
え
か
た
と

　
　

副
町
長
制
の
今
後
〜

平
成
25
年
度
事
業
に
お
い

て
は
ボ
ー
ト
に
よ
る
町
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
新
た
な

ボ
ー
ト
大
会
の
開
催
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の

方
々
に
来
町
い
た
だ
い
て

も
、
町
で
お
金
を
使
っ
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
振
興
策
と

な
り
ま
せ
ん
。
町
の
商
工
業

の
振
興
策
と
な
る
よ
う
な
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
商

品
の
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
つ
い
て
日
頃
ど
の
よ
う

に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、

町
長
と
し
て
の
基
本
的
な
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
か
も
１
グ
ラ
ン
プ

リ
と
称
し
た
食
に
よ
る
地
域

の
振
興
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
試
み
に
対
し
て
町

長
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
お

ら
れ
ま
す
か
。

町
長
は
町
の
リ
ー
ダ
ー
と

　
　

地
域
特
性
を
生
か

　
　

し
た
町
の
振
興
策

と
副
町
長
制
度
復
活
に

対
す
る
意
気
込
み
を

日
下
部
明
伸 

議
員

問問

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
制

　
　

度
と
寄
付
行
為
に

お
け
る
税
額
控
除
等
に

つ
い
て

問問

　
　

躍
進
・
協
働
・
再

　
　

生
を
目
指
し
施
策

を
展
開
す
る

し
て
新
た
に
４
期
目
の
ス

タ
ー
ト
を
切
ら
れ
ま
し
た
。

町
の
た
め
に
新
し
い
風
、
新

し
い
試
み
を
さ
れ
る
こ
と
に

関
し
て
は
議
会
議
員
と
し
て

も
見
習
う
べ
き
心
意
気
で
あ

り
ま
す
し
、
そ
れ
に
答
え
ら

れ
る
よ
う
最
大
の
協
力
を
約

束
し
、
町
と
議
会
が
一
致
団

結
し
て
新
し
い
川
辺
町
を

作
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

今
回
の
定
例
会
で
は
副
町

長
制
復
活
の
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
否
決
さ
れ
て

い
ま
す
。
川
辺
町
を
企
業
と

例
え
る
な
ら
ば
副
町
長
制
の

復
活
は
設
備
投
資
で
あ
り
、

設
備
投
資
の
な
い
企
業
に
は

利
益
は
も
た
ら
せ
ま
せ
ん
。

川
辺
町
の
将
来
の
た
め
に
副

町
長
制
が
今
議
会
で
否
決
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
所
見
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
町　

長
】

川
辺
町
は
地
勢
的
に
は
、

可
児
市
、
美
濃
加
茂
市
と
一

体
の
地
域
で
あ
り
、
定
住
自

立
圏
構
想
で
い
え
ば
中
心
市

た
る
美
濃
加
茂
市
に
対
し
て

周
辺
町
と
し
て
の
役
割
、
居

住
ゾ
ー
ン
に
属
し
、
住
宅
地

帯
と
し
て
の
発
展
が
望
め
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。低

迷
し
て
い
る
と
い
わ
れ

る
商
工
業
に
つ
い
て
も
、
新

商
品
の
開
発
や
販
路
の
拡
大

を
通
じ
て
発
展
し
て
い
る
企

業
が
あ
り
ま
す
。
特
産
品
協

議
会
に
は
既
に
全
国
ブ
ラ
ン

ド
と
な
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
も
、

出
展
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
支

援
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

歩
い
て
買
い
物
が
で
き
る
商

店
街
の
充
実
も
望
ま
れ
て
い

ま
す
。
商
店
街
の
復
活
策
を

商
工
会
と
と
も
に
模
索
し
て

ま
い
り
ま
す
。

か
も
１
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、

今
年
４
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
毎
回
、
数
千
人
か
ら
２

万
人
も
の
来
場
者
を
集
め
、

次
第
に
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
ず
は
好
調
な
す
べ

り
出
し
で
、
願
わ
く
ば
一
過

性
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
る
こ

と
な
く
、
地
域
の
安
価
で
お

い
し
い
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
開
発

と
地
域
お
こ
し
に
繋
が
っ
て

ほ
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。最

後
に
副
町
長
制
の
再
導

入
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま

す
。
す
で
に
議
会
初
日
に
上

程
し
、
活
発
な
議
論
を
経
て

否
決
と
な
り
ま
し
た
。
議
会

の
決
定
を
重
く
受
け
止
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
し

か
る
べ
き
時
に
、
再
度
ご
協

議
願
え
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

川
辺
町
の
さ
ら
な
る
発
展
、

躍
進
の
た
め
、
役
場
組
織
を

充
実
強
化
し
、
あ
ら
ゆ
る
事

態
に
柔
軟
か
つ
機
動
的
に
対

処
す
る
上
で
、
副
町
長
の
存

在
は
不
可
欠
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

〜
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は

　

活
用
さ
れ
て
い
る
か
〜

ふ
る
さ
と
納
税
や
本
年
度

寄
付
が
予
定
さ
れ
て
い
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
関
し
て

①
こ
の
５
年
間
で
ふ
る
さ
と
納

税
で
川
辺
町
宛
の
寄
附
金
額

は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
。

②
川
辺
町
民
が
他
の
自
治
体

に
対
し
て
ふ
る
さ
と
納
税

を
行
っ
た
事
例
と
、
あ
れ

ば
そ
れ
に
か
か
わ
る
税
額

控
除
の
額

③
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
川

辺
町
出
身
者
に
対
す
る
Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。
ま
た
今
後
に
つ
い
て

④
全
国
の
地
方
自
治
体
に
お

い
て
は
青
少
年
を
育
成

し
、
成
人
し
た
末
に
は
大

都
市
に
行
っ
て
し
ま
う
一

極
集
中
型
社
会
の
あ
り
方

と
こ
の
制
度
と
の
関
係
に

つ
い
て

⑤
寄
付
予
定
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
つ
い
て
の
情
報
と
運
営

方
針
を
お
答
え
下
さ
い
。
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土地改良区施設漏水事故
（石神地内）

　
　
土
地
改
良
区
の
財

　
　
政
状
況
、
今
後
の

土
地
利
用
方
針
、
課
税

額
の
今
後
の
見
通
し

問問
〜
農
業
・
農
地
の
将
来
を

　
　
　
　
　
危
惧
す
る
〜

宅
地
の
増
加
に
反
比
例
す

る
農
地
の
減
少
が
顕
著
に
み

ら
れ
、
山
麓
の
農
地
の
山
林

化
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
に
は
農
振
除
外

申
請
や
転
用
申
請
が
数
多
く

提
出
さ
れ
て
お
り
、
農
地
の

転
用
に
よ
る
今
後
の
農
業
用

水
の
賦
課
金
が
土
地
改
良
組

合
の
組
合
員
に
は
大
き
な
負

担
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
土
地
改
良
区
の
財
政

状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
。

年
間
１
万
２
０
０
０
㎡
程

の
農
地
が
減
少
し
て
き
た
川

辺
町
の
状
況
と
今
後
の
農
業

政
策
に
つ
い
て
。

土
地
地
目
ご
と
の
課
税
客

体
の
確
認
方
法
、
課
税
額
の

推
移
や
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
。

そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
に
お
聞

き
し
ま
す
。

答答　　
川
辺
町
に
愛
着
を

　
　
持
て
る
施
策
の
推

進
が
必
要

答答　　
諸
課
題
に
横
断
的

　
　
な
対
応
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る

【
企
画
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

①
平
成
20
年
度
に
１
件
５
万

円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

②
平
成
24
年
度
分
の
申
告
で

１
件
、
寄
附
金
額
２
万

円
、
税
額
控
除
は
９
７
２

０
円
で
し
た
。

③
Ｐ
Ｒ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
り
行
っ
て
い
ま
す
が
、

十
分
な
成
果
と
は
言
い
難

い
状
況
で
周
知
方
法
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

④
人
や
物
、
情
報
や
サ
ー
ビ

ス
が
東
京
圏
に
集
中
す
る

こ
と
に
よ
り
他
の
地
方
が

活
力
を
失
う
こ
と
、
災
害

【
基
盤
整
備
課
長
】

土
地
改
良
区
の
財
政
状
況

は
財
源
と
し
て
現
時
点
で
１

億
３
２
０
０
万
円
あ
る
転
用

決
裁
金
等
を
毎
年
９
０
０
万

円
程
度
取
り
崩
し
て
い
る
状

況
で
す
。

農
地
転
用
な
ど
で
毎
年
１

㌶
強
の
地
区
面
積
が
減
少
す

る
中
で
、
維
持
管
理
経
費
が

高
騰
し
、
か
つ
施
設
の
管
理

が
永
久
に
続
く
こ
と
か
ら
土

地
改
良
区
の
財
政
は
非
常
に

危
惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
町
と
し
て
更
な
る
農
家

負
担
軽
減
策
の
必
要
性
が
あ

り
ま
す
。

 【
産
業
環
境
課
長
】

山
間
部
の
農
地
に
お
い
て

は
、
獣
害
な
ど
か
ら
耕
作
意

欲
が
減
退
し
、
原
野
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

り
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
、

電
気
柵
設
置
補
助
事
業
な
ど

の
対
策
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

農
業
の
状
況
は
、
こ
う
し

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に

首
都
機
能
が
壊
滅
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
好
ま
し
い
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
創
設
の
背
景
に

は
、
地
方
が
子
ど
も
を
育

む
の
に
費
や
し
た
行
政
コ

ス
ト
を
都
市
か
ら
回
収
す

る
方
法
は
な
い
か
と
の
問

題
意
識
か
ら
論
議
さ
れ
制

度
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

制
度
を
有
意
義
な
制
度
と

捉
え
、
川
辺
町
に
愛
着
を

持
ち
続
け
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
環
境
を

作
っ
て
い
く
施
策
の
推
進

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

 【
教
育
課
長
】

⑤
寄
付
申
し
出
の
あ
っ
た

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
現
在
建
築

中
で
完
成
は
７
月
末
頃
と

聞
い
て
い
ま
す
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
は
年
間
で
50

万
円
程
度
と
試
算
し
て
お

り
、
文
化
協
会
の
活
動
拠

点
と
し
て
、
一
般
の
方
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
利
用
な
ど
有

効
な
利
用
が
図
ら
れ
れ
ば

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

た
山
間
部
の
農
地
に
お
け
る

耕
作
意
欲
の
減
退
の
ほ
か
、

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど

か
ら
農
業
離
れ
が
顕
著
化
し

て
い
ま
す
。
や
む
を
得
な
い

農
地
転
用
の
ほ
か
こ
れ
ら
の

状
況
も
転
用
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
の
が
現
状
で
、
農
地

の
利
用
集
積
や
担
い
手
農
家

の
育
成
、
確
保
な
ど
に
重
点

的
に
取
り
組
み
、
何
よ
り
も

地
域
の
農
業
者
の
混
乱
を
招

か
ぬ
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
、
連
動
す
る
諸
課
題

に
横
断
的
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

 【
税
務
課
長
】

土
地
の
現
況
確
認
は
定
期

的
な
巡
回
調
査
を
年
に
３
回

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

３
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
評
価

替
え
の
期
間
内
に
町
内
全
域

の
現
況
確
認
が
で
き
る
よ
う

土
地
一
筆
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

課
税
地
目
の
変
更
で
、
税

額
が
大
き
く
増
加
す
る
の
は

宅
地
と
雑
種
地
と
な
る
場
合

で
す
。
宅
地
は
毎
年
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
個
人
用
の
住
宅
敷
地

で
あ
り
、
住
宅
用
地
の
軽
減

措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
大
規
模
な
宅
地
へ
の

地
目
変
更
、
課
税
制
度
や
地

価
動
向
の
変
更
、
変
動
が
な

い
限
り
土
地
の
税
額
は
大
き

な
変
動
が
な
い
ま
ま
推
移
し

て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

建
築
中
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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桜
井
真
茂 

議
員

桜
井
真
茂 

議
員

〜
川
辺
町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
〜

先
の
３
月
定
例
会
で
町
長

は
職
員
の
交
通
死
亡
事
故
に

つ
い
て
、
減
給
の
提
案
を
さ

れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

は
、
提
案
は
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
の
町
長
選
挙
で
は

３
回
目
の
無
投
票
当
選
を
さ

れ
ま
し
た
が
、
再
度
就
任
さ

れ
た
今
、
自
ら
が
提
案
し
た

町
長
の
減
給
処
分
は
今
議
会

で
上
程
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
自
ら
を
戒
め
る
こ
と
は

止
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
本
来
な
ら
こ
の
先
４
年

間
は
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
思
い
切
っ
た
減
給
処
分

も
川
辺
町
の
ト
ッ
プ
と
し
て

の
姿
か
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
今
後
、
川
辺
町
を

ど
の
よ
う
な
方
向
へ
導
い
て

い
く
の
か
も
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

町
長
の
姿
勢
に

つ
い
て

桜
井
真
茂 

議
員

問問

ダ
ム
湖
左
岸
の
美

化
運
動
に
つ
い
て

問問

関
係
団
体
と
の
連

携
を
一
層
図
る

答答

漕艇センターからボートコースを望む

〜
ボ
ー
ト
の
町
の

　
　
　
　

環
境
美
化
は
〜

ダ
ム
湖
左
岸
は
Ｂ
＆
Ｇ
施

設
よ
り
下
流
域
に
お
い
て
芝

桜
が
多
く
植
栽
さ
れ
、
近
年

で
は
そ
の
範
囲
も
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
湖
の

環
境
美
化
運
動
に
つ
い
て

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

お
い
て
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。本

年
度
は
「
清
流
レ
ガ
ッ

【
教 

育 

長
】

「
ぎ
ふ
清
流
国
体
ボ
ー
ト

競
技
会
」
で
は
「
競
技
会
場

の
素
晴
ら
し
さ
」
、
「
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
美
し
さ
」

「
も
て
な
し
の
温
か
さ
」
な

ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
国
体
を
点
で
終
わ
ら
せ

ず
「
か
わ
べ
」
の
名
を
一
層

発
信
す
べ
く
本
年
度
は
「
か

わ
べ
清
流
レ
ガ
ッ
タ
」
を
開

催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
す
ば
ら
し
い
川
辺
町
」

を
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
の
環
境

美
化
に
一
層
努
め
て
い
き
ま

す
。
関
係
機
関
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
関
係
課
と
の
連
携

を
一
層
図
り
、
「
か
わ
べ
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

プ
ラ
ン
」
作
成
団
体
や
、

「
川
辺
町
を
き
れ
い
に
し
よ

う
会
」
な
ど
と
も
相
談
・
検

討
す
る
会
が
持
て
る
よ
う
働

き
か
け
、
願
い
を
一
に
し
て

更
な
る
景
観
の
美
を
求
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
つ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
る

答答
【
町　

長
】

３
月
議
会
で
は
町
長
と
し

て
の
監
督
責
任
を
問
う
た
減

給
案
は
、
否
決
と
な
り
ま
し

た
。
議
会
に
ご
判
断
を
仰

ぎ
、
否
決
と
な
っ
た
案
件
を

再
度
提
出
す
る
考
え
は
も
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
、
今
後
も
自
ら
を
律
し
戒

め
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
私
を
は
じ
め
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
故
の

再
発
防
止
に
務
め
る
と
と
も

に
、
信
頼
回
復
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
施
政
全
般
に
つ
い

て
、
「
行
政
の
継
続
性
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
市

町
村
は
住
民
生
活
を
し
っ
か

り
と
支
え
る
責
任
を
果
た
し

て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
命
を

守
る
仕
事
、
公
共
で
し
か
で

き
な
い
仕
事
な
ど
は
組
織
と

し
て
一
貫
性
を
も
っ
て
継
続

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
過
去
か
ら
の
財
産
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
、
新
た
な

タ
」
と
銘
打
っ
た
ボ
ー
ト
大

会
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
も

あ
り
、
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
の
環

境
美
化
に
か
か
わ
っ
て
、
ダ

ム
湖
左
岸
美
化
整
備
計
画
に

つ
い
て
の
所
見
を
伺
い
ま

す
。ま

た
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
か
か
げ
る
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ

ン
と
重
複
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
調
整
を
願
う
と
と
も

に
そ
の
周
知
に
つ
い
て
も
願

う
と
こ
ろ
で
す
。

ニ
ー
ズ
を
適
確
に
把
握
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
躍

進
！
協
働
！
再
生
！
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
う
ち
、
「
再

生
」
は
各
種
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
念
頭
に
置
い

て
い
ま
す
。

次
に
「
協
働
」
で
あ
り
ま

す
。
多
種
多
様
の
町
民
皆
様

の
ニ
ー
ズ
に
行
政
の
み
が
対

応
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行

政
、
議
会
、
全
て
の
町
民
力

を
結
集
し
、
あ
る
べ
き
協
働

の
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

最
後
に
「
躍
進
」
で
あ
り

ま
す
。
住
ん
で
良
か
っ
た

町
、
居
心
地
の
良
い
町
と
な

る
た
め
に
は
基
盤
整
備
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
道
路
、
河
川

の
事
業
を
着
実
に
進
め
、
き

ら
り
輝
く
川
辺
町
へ
と
躍
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
川
辺
町

に
は
住
宅
地
帯
と
し
て
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
特
性

を
生
か
し
な
が
ら
「
美
し
き

ボ
ー
ト
王
国
か
わ
べ
町
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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副
町
長
制
度
に

つ
い
て

問問

「
議
会
基
本
条
例
・
議

員
倫
理
規
程
・
議
会
運

営
」
に
つ
い
て
町
民
の
皆

様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

議
会
初
め
て
の
試
み

で
は
あ
り
ま
し
た
が
現

状
の
議
会
運
営
・
議
員

活
動
に
関
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
日
頃
感
じ
て
お

ら
れ
る
厳
し
く
、
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

議
会
と
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
ご
意
見
に
つ
い
て

一
つ
一
つ
丁
寧
に
分
析

し
、
将
来
の
川
辺
町
の
開

か
れ
た
議
会
・
議
員
活

動
の
あ
り
方
を
慎
重
に

検
討
し
、
可
及
的
速
や
か

な
改
革
に
結
び
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
覚

悟
し
て
お
り
ま
す
。な

お
、
改
革
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
は
皆
様
の
建
設

的
な
ご
意
見
を
お
聞
き

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

　
　
ご
指
摘
を
真
摯
に

　
　
受
け
止
め
、
誤
解

を
招
か
ぬ
よ
う
注
意
す

る
こ
と
を
誓
う

答答

答答

　
　
提
案
は
否
決
と

　
　
な
っ
た
が
再
度

検
討
を
願
う

【
町
　
長
】

副
町
長
制
の
再
導
入
に
つ

い
て
は
、
本
定
例
会
初
日
に

上
程
し
、
活
発
な
議
論
を
経

て
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

一
事
不
再
議
の
原
則
に
従

い
、
議
会
の
ご
決
定
を
重
く

受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

た
だ
、
役
場
組
織
を
充
実

強
化
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
事
態

に
柔
軟
か
つ
機
動
的
に
対
処

す
る
上
で
、
副
町
長
の
存
在

は
不
可
欠
で
あ
り
、
組
織
構

成
か
ら
見
て
も
、
議
長
に
対

す
る
副
議
長
、
町
長
に
対
す

る
副
町
長
は
、
ご
く
自
然
な

布
陣
か
と
存
じ
ま
す
。
し
か

る
べ
き
時
に
、
再
度
ご
協
議

さ
れ
ん
こ
と
を
願
い
ま
す
。

【
町
　
長
】

広
報
か
わ
べ
６
月
号
に
記

載
さ
れ
た
、
４
期
目
に
向
け

て
の
就
任
あ
い
さ
つ
、
そ
の

文
中
に
新
聞
報
道
の
と
お
り

謝
意
と
取
れ
る
文
面
が
掲
載

さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
誠
に
軽
率
で
あ
っ
た
と

深
く
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

公
職
選
挙
法
第
１
７
８
条

は
、
選
挙
運
動
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
規
程
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
選
挙
期
日
後
に
お
い
て

も
選
挙
人
に
挨
拶
を
目
的
と

し
て
文
書
な
ど
を
頒
布
し
、

掲
示
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

広
報
は
町
民
の
皆
様
に
町

政
に
関
わ
る
事
項
や
生
活
に

関
連
す
る
事
項
を
お
知
ら
せ

す
る
目
的
で
毎
月
発
行
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
広
報

の
記
載
内
容
は
、
選
挙
期
間

中
に
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
私

の
公
約
を
４
期
目
就
任
に
あ

た
っ
て
、
新
た
に
施
政
方
針

と
し
て
広
く
町
民
の
皆
様
に

〜
時
代
に
逆
行
し
た

　
　
改
革
に
思
え
る
が
〜

町
長
は
選
挙
の
公
約
で
、

一
旦
廃
止
し
た
副
町
長
制
度

を
復
活
さ
せ
る
と
述
べ
て
お

ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
今
ま

で
に
行
政
改
革
な
ど
で
加
茂

郡
の
ど
こ
の
町
村
も
副
町
長

制
度
を
廃
止
し
た
と
い
う
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は

参
事
が
そ
の
職
務
を
遂
行
し

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
際

再
度
副
町
長
を
設
け
る
の
は

い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。そ

も
そ
も
副
町
長
を
置
く

と
い
う
こ
と
は
内
部
の
こ
と

は
副
町
長
に
任
せ
、
あ
な
た

は
町
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ

ン
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が

目
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
12
年
間
を
見
て

も
副
町
長
を
置
く
こ
と
な
ど

税
金
の
無
駄
遣
い
と
し
か
思

え
ま
せ
ん
が
、
な
ぜ
、
今
こ

の
よ
う
な
時
代
に
逆
行
し
た

改
革
を
推
し
進
め
る
の
か
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

６
月
発
行
の
町
広
報
誌

に
、
先
般
執
行
さ
れ
た
町
長

選
挙
の
無
投
票
当
選
に
対
す

る
お
礼
の
文
章
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
新
聞
各
社
の
記
事

に
も
掲
載
さ
れ
、
公
職
選
挙

法
の
「
選
挙
期
日
後
に
当
落

に
関
わ
ら
ず
、
選
挙
人
に
挨

拶
を
目
的
に
雑
誌
な
ど
を
使

用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
」

に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
と

気
づ
き
ま
し
た
。
記
事
の
中

で
県
の
選
管
も
公
選
法
の

「
選
挙
期
日
後
の
挨
拶
行
為

の
制
限
」
に
あ
た
る
可
能
性

が
な
い
と
は
い
え
な
い
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
公
選
法

違
反
で
あ
る
と
も
解
釈
で
き

ま
す
が
町
長
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

お
知
ら
せ
す
る
目
的
で
あ

り
、
決
し
て
私
個
人
の
お
礼

を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
指
摘
の
あ
っ

た
部
分
は
22
ペ
ー
ジ
で
構
成

さ
れ
て
い
る
広
報
６
月
号
の

見
開
き
２
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り

掲
載
さ
れ
て
い
る
文
中
の
書

き
出
し
で
、
社
会
通
念
上
の

つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

深
く
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
の
部
分
だ
け

を
捉
え
れ
ば
謝
意
と
も
と
ら

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

度
の
ご
指
摘
に
つ
き
ま
し
て

は
真
摯
に
受
け
止
め
お
詫
び

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今

後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
令

を
遵
守
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
私
自
身
の
言
動

に
関
し
ま
し
て
町
民
の
皆
様

か
ら
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う

十
分
注
意
す
る
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
ま
す
。

町広報誌に町長選挙に関してお
礼の文章が掲載されたことにつ
いて、桜井真茂議員より緊急質
問の申し出がありました。

緊急質問緊急質問緊急質問緊急質問

一
事
不
再
議
の
原
則

議
会
に
お
い
て
、
一
度
議
決
ま

た
は
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
そ
の
会
期
中
、
再
度
審
議
の

対
象
と
し
な
い
原
則
。


